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阿部辺地

伊座利辺地

　
９
月
定
例
会
で
、
公
共
的
施
設
整
備
に
有
利
な
起
債
で
あ
る
辺
地
対
策
事
業

債
を
活
用
す
る
た
め
、総
合
整
備
計
画
を
策
定
し
徳
島
県
と
の
協
議
が
整
っ
た
。

そ
こ
で
、
辺
地
の
公
共
的
施
設
整
備
の
財
政
上
の
特
別
処
置
を
可
決
し
た
。

辺地名 辺地を構成する町又は字

山河内辺地
山河内字なか、本村、
横川、松尾、白沢、か
んば、明丸、打越、西山、
大越、外ノ牟井

北河内辺地 北河内字北分、久望、
大戸

新発口
辺地

赤松字新発口、新発谷、
高瀬、流矢、耳瀬

阿部辺地 阿部

伊座利辺地 伊座利

◆辺地とは
　交通条件及び自然的、経済的、
文化的諸条件に恵まれず、他の
地域に比較して住民の生活文化
水準が著しく低い山間地で、住
民の数その他政令の要件に該当
する地域。

◆辺地対策事業とは
　辺地を包括する町が、辺地とそ
の他の地域との間に住民の生活文
化水準の著しい格差の是正を図る
ため、辺地に係る公共的施設の総
合整備計画を定め、この計画に基
づいて実施する事業。

◆有利な起債（借金）
　辺地対策事業債は山間地、離島そ
の他へんぴな地域に対して認められ
る特例債。
　起債対象額は事業費から国庫補助
金、その他の特定財源を控除した額
の 100% で、後年度にその元利償
還金の 80% が普通交付税に算入さ
れる有利な起債。

質疑
北
山
議
員

こ
の
事
業
内
容
は
、
地
域
の
意

見
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
た
の

か
。
ま
た
、
新
た
な
整
備
項
目
が
出

た
場
合
の
変
更
は
可
能
か
。

答弁
岸
本
政
策
推
進
課
長

公
共
的
施
設
整
備
で
、
各
課
の

計
画
し
て
い
る
事
業
と
、
住
民
か
ら

要
望
が
出
て
き
て
い
る
事
業
を
載
せ

た
。
今
後
、
追
加
や
変
更
が
出
た
場

合
は
、
県
と
協
議
し
て
適
宜
追
加
等

の
対
応
を
し
た
い
。

中心地

５
辺
地
を
照
ら
す
光
（
整
備
計
画
）
可
決

辺地名 施　設　名

山河内
辺地

町道 白沢 1 号線
町道 外の牟井線
高倉橋（修繕）

北河内
辺地

宝谷用水
町道 本村 2 号線
一ノ坂橋（修繕）

新発口
辺地

町道 新発口線
町道 新発口 2 号線
町道 流矢 2 号線

阿部
辺地

阿部配水池更新（非常用発電機設計委託）
阿部配水池更新（非常用発電機工事）

伊座利
辺地

伊座利配水池更新（非常用発電機設計委託）
伊座利配水池更新（非常用発電機工事）
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美波町辺地区域図

山河内辺地

新発口辺地 北河内辺地

質疑
戎
野
議
員

北
河
内
辺
地
で
、
町
道
本
村
２
号
線
（
北

河
内
駅
前
か
ら
踏
切
を
通
り
国
道
へ
）
に
道
路

拡
幅
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答弁
浜
建
設
課
長

本
村
２
号
線
の
件
は
、
拡
幅
、
道
路
改
良

を
考
え
て
い
る
が
、
地
籍
調
査
に
入
っ
て
い
る

の
で
境
界
が
確
定
後
に
進
め
た
い
。

質疑
中
川
議
員

事
業
費
で
、
千
円
単
位
ま
で
出
て
い
る
所

や
特
定
財
源
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
事
業
の

進
み
具
合
を
計
っ
て
い
い
か
。

答弁
住
田
水
道
課
長

水
道
事
業
は
、
令
和
４
年
度
に
測
量
設
計

を
発
注
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
終
わ
っ
た
段

階
で
出
る
。
財
源
内
訳
で
は
、特
定
財
源
（
国
、

県
の
補
助
金
）
を
３
分
の
１
、
残
り
を
一
般
財

源
（
簡
水
債
２
分
の
１
、
辺
地
債
２
分
の
１
）

で
対
応
す
る
予
定
だ
。

採決
結果
可
決

（
賛
成
11
・ 

反
対
０
）

中心地

中心地

中心地


